
平
成
三
十
年
三
月
十
六
日
提
出

質

問

第

一

五

九

号

台
湾
の
蔡
英
文
総
統
へ
の
お
見
舞
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

源

馬

謙

太

郎
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台
湾
の
蔡
英
文
総
統
へ
の
お
見
舞
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

安
倍
晋
三
首
相
は
、
台
湾
東
部
で
二
月
六
日
に
発
生
し
た
地
震
に
際
し
て
、
台
湾
宛
に
お
見
舞
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
、
当

初
は
首
相
官
邸
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
「
蔡
英
文
総
統
閣
下
」
の
宛
名
が
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
す
ぐ
に
削
除
さ
れ
た
。
そ
の
理

由
に
つ
い
て
菅
官
房
長
官
の
記
者
会
見
及
び
河
野
外
務
大
臣
の
二
月
二
十
三
日
予
算
委
員
会
分
科
会
の
答
弁
に
お
い
て
、
「
広

く
台
湾
の
方
々
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
掲
載
す
る
こ
と
が
適
当
と
判
断
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
再

度
、
事
実
確
認
を
し
た
く
、
以
下
質
問
す
る
。

一

第
二
次
安
倍
内
閣
発
足
後
の
平
成
二
十
五
年
以
降
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
首
相
官
邸
か
ら
他
国
宛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
四

十
四
件
あ
る
が
、
本
件
の
他
に
テ
ロ
行
為
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
個
人
宛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
一
件
を
除
き
、
全
て
国
家
元
首
が

宛
名
に
さ
れ
て
い
る
。
「
広
く
台
湾
の
方
々
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
掲
載
す
る
こ
と
が
適
当
と
判
断
し
た
」
と
い
う
こ
と

が
削
除
の
判
断
な
ら
ば
、
他
の
四
十
二
件
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
今
回
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
比
し
て
「
幅
広
い
国
民
の
皆
さ
ま
」
宛

の
度
合
い
が
違
う
の
か
。
同
じ
で
あ
れ
ば
変
更
の
理
由
は
何
か
。

二

平
成
二
十
八
年
に
起
き
た
台
湾
地
震
に
対
す
る
お
見
舞
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
お
い
て
は
、
外
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
台

湾
の
地
震
に
関
す
る
安
倍
総
理
大
臣
発
馬
英
九
総
統
宛
て
」
と
当
時
の
総
統
が
宛
名
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の

一



メ
ッ
セ
ー
ジ
と
の
違
い
は
何
か
。

三

再
度
の
質
問
に
な
る
が
、
掲
載
直
後
に
記
載
さ
れ
て
い
た
「
蔡
英
文
総
統
閣
下
」
の
宛
名
は
い
つ
削
除
さ
れ
た
の
か
。

四

削
除
の
判
断
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
判
断
か
、
河
野
外
務
大
臣
に
よ
る
も
の
か
、
内
閣
全
体
の
判
断
か
。

五

中
国
外
務
省
の
耿
爽
副
報
道
局
長
か
ら
の
申
し
入
れ
に
対
し
て
、
我
が
国
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。

六

我
が
国
は
、
台
湾
の
蔡
英
文
氏
を
総
統
と
し
て
認
め
て
い
る
の
か
。

七

今
回
の
途
中
で
の
宛
名
の
削
除
が
前
例
に
な
る
と
思
う
が
、
今
後
の
同
様
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
お
い
て
、
相
手
国
の
元
首
の

名
前
の
有
無
が
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
意
味
合
い
、
対
象
者
の
範
囲
の
違
い
に
な
る
の
か
。

八

元
首
の
名
前
が
あ
っ
た
場
合
は
、
今
回
の
台
湾
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
よ
り
も
「
幅
広
い
皆
さ
ま
」
へ
の
意
味
合
い
が
薄
い
と

理
解
し
て
よ
い
か
。

右
質
問
す
る
。

二


